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〔短報〕 日本学術会議の近況
先般本学助講会からの要望で，日本学術会議の近況に
ついて話して欲しいということであったので，去る 6月 
14日病院々長室のお集まりの席でごく簡単に述べたこ
とを，その要旨のみ記すこととする。
実は一昨年の選挙で会員に当選させていただいてか
ら，時には学術会議の模様を報告しなければならないの
ではないかと自分では考えるから，今まで、まとまってお
話する機会を得られなかったことはまことに申しわけな
いことだと考えている。私も学術会議の会員になるまで
は学術会議というものに対してあまりはっきりした認識
ももっていなかったことが実際であるので，今日お集ま
りの皆様方は非常に関心をお持ちになっておられると思
うので，私もこの学術会議というものをよく知っていた
だきたいと望むものである。選挙の時だけお願いしただ
けでは申しわけなく，また有権者各位がこの学術会議を
大いに利用していただくこそ真の意義があるのではない
かと考えている。
日本学術会議とは:
もうわかりきったことであるが，一応説明すると，日
本学術会議は，科学が文化国家の基礎であるという確信
に立って，科学者の総意のもとに，わが国の平和復興，
人類社会の福祉に貢献し，世界の学界と提携して学術の
進歩に寄与することがその使命である。
日本学術会議法という法律にもとづいて設立され，内
閣総理大臣の所轄である。
学術会議の目的:
わが国の科学者の内外に対する代表機関として，科学
の向上発展を図り，行政，産業および国民生活に科学を
反映浸透させることである。
職務および権限:
日本学術会議は独立して次の職務を行なう。 
( 1 ) 科学に関する重要事項を審議し，その実現を図
ること。 
( 2 ) 科学に関する研究の連絡を図り，その能率を向
上させる。
政府が日本学術会議に諮問することができることには
次のようなことがある。 
( 1 ) 科学に関する研究，試験等の助成，その他科学
の振興を図るために政府の支出する交付金，補助金等の
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予算およびその配分。 
(2) 政府所管の研究所，試験所および委託研究費等
に関する予算編成の方針。 
(3 ) 特に専門科学者の検討を要する重要施策。 
(4 ) その他日本学術会議に諮問することを適当と認
める事項。
学術会議から政府に勧告することができるものには次
のようなことがある。 
( 1 ) 科学の振興および技術の発達に関する方策 
( 2) 科学に関する研究成果の活用に関する方策 
(3 ) 科学研究者の養成に関する方策 
(4) 科学を行政に反映させる方策 
(5) 科学を産業および国民生活に浸透させる方策 
(6) その他日本学術会議の目的の遂行に適当な事項
組織:
選挙された 210人の日本学術会議会員をもって組織さ
れている。会員の任期は 3年とし再選を妨げない。 
7部門あるが，大別して人文科学部門と，自然科学部
門がある。前者の第 I部に文学，哲学，教育学，心理学，
社会学，史学がふくまれ，第 2部は法律学，政治学，第 
3部は経済学，商学，経営学がふくまれている。
後者の第 4部は理学，第 5部は工学，第 6部は農学，
第 7部は医学，歯学，薬学がふくまれている。私はこの
第 7部会員であるわけである。
各部の定員はそれぞれ 30人で，全国区定員と地方区
定員とにわけられ，全国区定員はこれを専門別定員と専
門にかかわらない定員とに分けられている。
学術会議には，会長，副会長 2名(人文科学から l名，
自然科学から 1名〉各部に部長，副部長，幹事 (2名〉
がある，これらの者で組織されている運営審議会があり
毎月少なくとも l回は聞いて学術会議の運営を審議して
いる。また学術会議には，いろいろの常置委員会，特別
委員会，研究連絡委員会がある。現在常置委員会には次
のようなものがある。
研究費委員会，長期研究計画委員会，科学者の待遇問
題委員会，学問，思想の自由委員会，学術体制委員会，
学術交流委員会がある。特別委員会には，科学研究基本
法特別委員会，人文社会科学振興特別委員会，原子力特
別委員会，原子核特別委員会，宇宙空間研究特別委員
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会，海洋学特別委員会，国際地球観測特別委員会，南極
特別委員会，水特別委員会，国際生物学事業計画特別委
員会，農薬研究特別委員会がある。
研究連絡委員会中，第 7部世話担当のものには次のも
のがある。
生理学研究，癌研究，脳研究，心臓血管研究，実験動
物研究連絡委員会等がある。
本年 4月の総会およびそれ以後の主としてわれわれ医
学に関係のある事項のおもなるものをあげると次のよう
である。 
( 1 ) 医学関係長期研究計画
これについては学術会議全体に長期研究計画委員会が
あって，第 7部の中にまたその小委員会があるが，第 6
期の終わりに各学会からのシンポジュウムが聞かれ数多
くの研究所新設や，講座増設その他多くの要望があった
が，第 7期では昨年9月第 2回医学関係長期研究計画に
関するシンポジュウムが聞かれ，今後の方針について検
討L-1lこ。
今後は関係研究連絡委員会，各学会等の個々の計画を
できるだけ全体的視野において調整していく一方，すで
に計画がかなり進んでいるものについては，このような
見地に立ってさしっかえないと考えられる場合は，その
推進をはかることにした。医学関係でこの後者について
は目下のところ，生理学研究所(仮称)， 心臓血管研究
所(仮称)， 実験動物センター(仮称〉であることを確
認し，この 10月の第 49回総会に提出できるよう努力し
ている。
また，医学関係長期研究計画をはじめ，第 7部有権者
等関係者との意志疎通をできるだけ円滑にすることが必
要であることが強調され必要な小委員会が設けられた。
基礎医学振興方策のほか，大学院問題については学術
体制委員会より第 7部に検討依頼があり，医学分野の特
殊性もあり，むづかしい問題であるが， とくに臨床大学
院と専門医制度との関係を中心にして検討している。
その他 1967年度学術関係国際会議出席候補者の選定
や， 昭和 42年度文部省学術奨励審議会科学研究費分科
会委員候補者の推薦等も行なっている。
その他日本学術会議勧告の処理状況など数多くの報告
すべきことがあるが，秋の総会は 10月 18日から 3日間
関かれるし，またその報告もかねて次の機会にお伝えす
ることとしたい。
(日本学術会議会員，千葉大学医学部第一内科教授〉
